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ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
む
が
、
変
異
株
感

染
の
問
題
も
あ
り
新

型
コ
ロ
ナ
禍
の
出
口

が
見
え
な
い
。
新
型

コ
ロ
ナ
禍
が
明
ら
か
に
し
た
の
は

危
機
的
と
言
え
る
ま
で
に
格
差
社

会
が
進
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

だ
。
昨
年
６
月
の
朝
日
新
聞
に
富

豪
で
起
業
家
の
ニ
ッ
ク
・
ハ
ノ
ー

ア
ー
さ
ん
が
〝
米
覆
う
新
自
由
主

義
コ
ロ
ナ
で
惨
状
露
呈
〞
と
い
う

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
述
べ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は
別
に

「
40
年
か
け
て
深
ま
っ
た
新
自
由

主
義
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
が
は
び
こ

っ
て
い
た
」
と
▼
日
本
は
失
わ
れ

た
30
年
の
長
期
不
況
の
中
に
い
る

と
言
わ
れ
る
。
立
教
大
学
名
誉
教

授
小
西
一
雄
氏
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
社
会
的
混
乱
・
生
活
困
難
は

そ
れ
以
前
の
経
済
原
理
に
起
因
す

る
」
と
述
べ
る
。
売
り
上
げ
が
鈍

化
し
増
収
が
見
込
め
な
く
な
っ
て

も
大
企
業
は
増
益
を
追
求
し
よ
う

と
す
る
。
方
法
は
①
生
産
の
海
外

移
転
、
②
人
件
費
を
中
心
に
徹
底

し
た
コ
ス
ト
削
減
、
③
本
業
の
事

業
拡
大
で
は
な
く
金
融
資
産
へ
の

投
資
で
あ
る
▼
京
都
精
華
大
学
の

白
井
聡
氏
は
〝
新
自
由
主
義
〞
に

つ
い
て
、
低
成
長
の
中
、
取
り
分

を
増
や
す
に
は
よ
そ
か
ら
奪
う
し

か
な
く
、
資
本
家
は
労
働
者
へ
の

分
配
を
減
ら
し
、
コ
ネ
を
利
用
し

国
政
の
中
で
火
事
場
泥
棒
的
に
利

益
を
上
げ
て
い
く
一
方
で
、
徹
底

し
て
国
民
を
分
断
す
る
も
の
だ
と

す
る
。
価
値
観
や
感
性
ま
で
も
、

資
本
主
義
に
よ
っ
て
〝
包
摂
〞
さ

れ
、
国
民
を
何
の
怒
り
も
感
じ
な

い
存
在
に
さ
せ
る
と
も
▼
新
型
コ

ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
、
私
た
ち

は
何
を
す
べ
き
か
。
人
間
の
魂
が

〝
包
摂
〞
さ
れ
た
ま
ま
、
変
わ
ら

な
け
れ
ば
、
腐
っ
た
政
治
、
新
自

由
主
義
に
打
ち
勝
つ
こ
と
は
で
き

な
い
。
総
選
挙
も
近
い
。
目
を
覚

ま
し
て
政
治
を
変
え
よ
う 

（
無
）
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研
面
究 ６面診内研より　患者のやる気を引き出す

コミュニケーションで治療効果UP！（上）

診療報酬請求等に関する病院交流会

国
民
平
和
大
行
進

指導・適時調査など情報共有指導・適時調査など情報共有
　

指
導
・
適
時
調
査
の
情
報
を
共
有
し
あ
お
う
―

―
。
厚
生
局
に
よ
る
個
別
指
導
や
施
設
基
準
調
査

（
適
時
調
査
）、
レ
セ
プ
ト
請
求
に
関
す
る
相
談
な

ど
を
理
由
に
、
近
年
、
病
院
の
協
会
へ
の
入
会
が
増

え
て
い
る
。
協
会
病
院
・
有
床
診
療
所
対
策
部
は
７

月
13
日
、
病
院
の
医
事
担
当
者
な
ど
に
よ
る
情
報
共

有
と
意
見
交
換
を
目
的
に
、「
診
療
報
酬
請
求
等

（
医
科
）
に
関
す
る
病
院
交
流
会
」
を
開
催
。
県
下

各
地
14
の
会
員
病
院
か
ら
21
人
が
参
加
し
、
日
頃
の

疑
問
な
ど
に
つ
い
て
交
流
を
深
め
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
吉
岡
巌
副
理
事

長
（
明
石
市
・
大
久
保
病
院
理
事

長
）
は
、
長
年
の
協
会
の
個
別
指

導
・
適
時
調
査
や
レ
セ
プ
ト
減
点

の
相
談
活
動
に
よ
り
、
公
立
・
私

立
あ
わ
せ
て
約
８
割
と
な
る
県
下

２
７
７
病
院
が
協
会
に
入
会
（
７

月
１
日
現
在
）
し
て
い
る
と
説

明
。
会
員
の
病
院
へ
は
日
常
的
な

相
談
活
動
以
外
に
も
、
病
院
内
で

の
勤
務
医
向
け
の
減
点
・
個
別
指

導
対
策
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
も
応

じ
る
こ
と
な
ど
案
内
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
日
々
寄
せ

ら
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ
も

踏
ま
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

係
る
特
例
措
置
や
、
病
院
で

の
レ
セ
プ
ト
減
点
事
例
、
県

下
で
行
わ
れ
た
個
別
指
導
・

適
時
調
査
に
お
け
る
近
年
の

指
摘
事
項
の
ほ
か
、
適
時
調

査
に
代
わ
っ
て
行
わ
れ
る

「
自
己
点
検
」
の
概
要
な
ど

に
つ
い
て
協
会
が
報
告
し
、

日
常
診
療
で
の
留
意
点
や
対

策
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し

た
。
交
流
会
終
了
後
も
、
協

会
へ
の
個
別
質
問
や
参
加
者

同
士
で
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

　

同
交
流
会
は
、
今
後
も
要

望
に
あ
わ
せ
て
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

14病院の医事担当者らが参加し、減点事例やコロナ特例などについて
意見交換を活発に行った　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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主張　Don't Bank on the Bomb
核兵器にお金を貸すな、核兵器に頼るな ２面

　

協
会
・
保
団
連
が
取
り
組
ん
で

き
た
「
医
療
・
介
護
の
負
担
増
の

中
止
を
求
め
る
請
願
署
名
（
み
ん

な
で
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
署

名
）」
は
、
目
標
５
万
筆
、
会
員

参
加
率
15
％
に
対
し
、
３
万
１
０

６
３
筆
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
、
会

員
参
加
率
は
13
・
２
％
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
寄

せ
ら
れ
た
署
名
は
、
立
憲
・
共
産

・
社
民
の
国
会
議
員
を
通
じ
て
、

国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

全
国
で
は
１
０
０
万
を
超
え
る

反
対
署
名
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
声
を
無
視
し
て
、
先
の

国
会
で
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
を

１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
る
法

案
が
、
自
民
・
公
明
・
維
新
・
国

民
民
主
各
党
の
賛
成
に
よ
り
成
立

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
負
担
引
き
上
げ
の
実

施
時
期
は
、
早
く
と
も
来
年
２
０

２
２
年
10
月
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
秋
に
実
施
さ
れ
る
衆
議
院
議

員
選
挙
で
負
担
増
に
反
対
す
る
政

党
の
議
席
を
増
や
せ
ば
、
実
施
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

協
会
・
保
団
連
は
引
き
続
き
、

患
者
・
利
用
者
の
負
担
増
を
阻
止

し
、
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
運

動
を
続
け
ま
す
。
今
後
も
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
号
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

患
者
さ
ん
へ
の
お
礼
ポ
ス
タ
ー
を

同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
待
合
室

等
に
掲
示
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「みんなでストップ！負担増署名」３万1063筆

 秋の総選挙で75歳以上２割化止めよう

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました

　

８
月
の
広
島
原
爆
忌
に
向
け
東

京
を
出
発
し
た
「
２
０
２
１
年
国

民
平
和
大
行
進
」
が
兵
庫
県
内
を

行
進
し
た
。
協
会
が
活
動
に
協
力

す
る
兵
庫
県
反
核
医
師
の
会
の
呼

び
か
け
に
応
じ
、
武
村
義
人
、
加

藤
擁
一
、
川
西
敏
雄
各
副
理
事

長
、
樫
林
義
雄
理
事
、
松
岡
泰
夫

評
議
員
が
参
加
し
た
。

　

神
戸
市
役
所
前
で
は
、
武
村
副

理
事
長
が
マ
イ
ク
を
握
り
、
日
本

政
府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署

名
と
批
准
を
す
べ
き
だ
と
訴
え

た
。

　

今
年
で
64
回
目
と
な

る
「
国
民
平
和
大
行

進
」
は
人
類
史
上
は
じ

め
て
核
兵
器
禁
止
条
約

が
発
効
し
、
核
兵
器
が

約
へ
の
参
加
・
署
名
・
批
准
を
求

め
る
意
見
書
決
議
」
採
択
を
要
請

す
る
活
動
を
重
視
し
て
い
る
。
意

見
書
は
す
で
に
全
国
の
自
治
体
の

33
％
に
あ
た
る
５
８
９
自
治
体
で

採
択
さ
れ
、
県
内
で
も
芦
屋
市
、

尼
崎
市
、
淡
路
市
、
川
西
市
、
高

砂
市
、
香
美
町
、
新
温
泉
町
、
播

磨
町
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。

違
法
化
さ
れ
た
歴
史
的
な
年
の
平

和
行
進
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
束
し
な
い
中
で
の
開

催
と
な
っ
た
が
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
や
宣
伝
カ
ー
で
の
ア
ピ
ー
ル
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
配
信
な
ど

を
併
用
し
、
全
国
で
部
分
的
に
行

進
を
行
っ
た
。

　

平
和
行
進
は
行
進
に
よ
る
ア
ピ

ー
ル
だ
け
で
な
く
、
日
本
政
府
に

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、
核

兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准

（
上
写
真
）
県
庁
前
に
集
ま
っ
た
（
右
か
ら
）
加
藤
・
武
村
・
川
西
各
副
理
事
長
、
松
岡
評
議
員

（
下
写
真
）
明
石
市
内
で
参
加
し
た
樫
林
理
事
（
中
央
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ポスターを同封！（
９面）

待合室に貼ってくだ
さい

核
廃
絶
の
思
い
広
島
へ

核
廃
絶
の
思
い
広
島
へ

「保険でより良い歯科医療」を
求める署名にご協力を

　協会は、医科・歯科一体で「保険でより良
い歯科医療を求める請願署名」に取り組んで
います。患者窓口負担割合の引き下げや歯科
医療費総枠の拡大
を求めるもので、
医療制度の改善と
診療報酬プラス改
定を勝ち取るため
に、署名にご協力
ください。
　署名用紙のご注
文は、☎078－393
－1809まで

◀
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
」
を

求
め
る
署
名
用
紙　
　
　
　
　
　

を
求
め
て
、
各

自
治
体
に
「
日

本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
の

署
名
・
批
准
を

求
め
る
」
署
名

へ
の
賛
同
を
求

め
る
と
と
も
に

地
方
議
会
に

「
日
本
政
府
に

核
兵
器
禁
止
条

長崎デー集会（オンライン）
日　時　８月９日（月・休）　10時～12時30分
視聴会場　協会会議室　※ご自宅等からでもご参加いただけます
　第10回ＮＰＴ再検討会議の委員会で議長を務めたサイエド
・ハスリン・アイディド国連マレーシア政府代表部常駐代表
らが講演します。ぜひご参加ください。
お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

原水爆禁止世界大会にご参加を！
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広
島
・
長
崎
に

核
爆
弾
が
投
下
さ

れ
て
ま
も
な
く
76

年
目
を
迎
え
る
。

被
爆
者
を
中
心
と

し
た
世
界
中
の
人
々
の
願
い
が

実
を
結
び
、
今
年
１
月
に
は
核

兵
器
は
違
法
と
す
る
核
兵
器
禁

止
条
約
が
発
効
し
た
。
協
会

は
、
命
を
守
る
医
師
・
歯
科
医

師
の
立
場
か
ら
、
日
本
政
府
に

対
し
、
同
条
約
に
参
加
す
る
よ

う
強
く
求
め
る
な
ど
、
核
兵
器

廃
絶
実
現
の
た
め
運
動
し
て
い

る
。

　

現
在
力
を
入
れ
て
い
る
取
り

組
み
の
一
つ
が
、「Don't 

Bank on the Bomb

」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
だ
。
こ
れ
は
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
）
の
運
営
団
体
の
一

つ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｐ

Ａ
Ｘ
」
が
中
心
に
な
っ
て
世
界

で
行
っ
て
い
る
、
金
融
機
関
に

対
し
核
兵
器
製
造
企
業
に
投
融

資
を
行
わ
せ
な
い
よ
う
働
き
か

け
る
取
り
組
み
だ
。
対
人
地
雷

や
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
な
ど
で
も

同
様
の
活
動
が
行
わ
れ
、
金
融

機
関
に
投
資
を
や
め
さ
せ
る
こ

と
で
、
こ
れ
ら
の
非
人
道
兵
器

の
禁
止
に
つ
な
が
っ
た
実
績
が

あ
る
。

兵
器
製
造
企
業
か
ら
引
き
上

げ
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
公
的
年
金

基
金
も
核
兵
器
製
造
企
業
へ
の

投
融
資
を
や
め
て
い
る
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
あ
る

銀
行
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
３

人
の
預
金
者
が
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
１
年
足
ら
ず
で
銀
行
側
が

核
兵
器
製
造
関
連
に
は
資
金
を

出
さ
な
い
方
針
を
明
記
し
た
。

個
人
が
普
段
利
用
し
て
い
る
銀

行
窓
口
な
ど
で
、
核
兵
器
製
造

関
連
企
業
に
投
融
資
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
尋
ね
る
こ
と
で
、

金
融
機
関
の
意
識
・
投
資
方
針

を
変
え
、
ひ
い
て
は
核
廃
絶
へ

と
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。

　

日
本
の
金
融
機
関
は
２
０
１

８
年
１
月
〜
２
０
２
０
年
１
月

の
間
に
、
１
兆
９
０
０
０
億
円

を
核
兵
器
生
産
企
業
に
投
融
資

し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

に
よ
れ
ば
、
２
０
１
９
年
に
核

兵
器
の
開
発
や
維
持
、
更
新
に

フ
ラ
ン
ス
は
５
７
０
０
億
円

を
、
イ
ギ
リ
ス
は
１
兆
１
０
０

０
億
円
を
、
ア
メ
リ
カ
は
３
兆

８
０
０
０
億
円
を
費
や
し
た
。

こ
の
額
が
あ
れ
ば
、
50
万
床
の

集
中
治
療
室
と
７
万
５
０
０
０

台
の
人
工
呼
吸
器
を
新
た
に
整

備
し
、
22
万
人
の
看
護
師
と
12

万
５
０
０
０
人
の
医
師
を
雇
う

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
核
廃

か
ら
も
人
々
を
守
る
こ
と
に
な

る
。

　

兵
庫
協
会
な
ど
で
つ
く
る
近

畿
反
核
医
師
懇
談
会
は
、
こ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
解
説
し
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
た
（
下
）。
８

月
月
刊
保
団
連
に
同
封
し
て
お

届
け
す
る
予
定
な
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

YouTube

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
紹

介
を
行
っ
て
い
る
。
先
日
、
協

会
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
共
同
会
長
の
テ
ィ
ル
マ

ン
・
ラ
フ
医
師
は
、「
若
者
を

含
め
多
く
の
人
に
向
け
た
運
動

を
継
続
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り

今
年
１
月
に
発
効
し
た
核
兵
器

禁
止
条
約
の
実
効
性
が
増
す
」

と
し
て
い
る
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
次
号
掲
載
）。

　

核
兵
器
廃
絶
の
実
現
へ
、
す

べ
て
の
会
員
へ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

へ
の
ご
協
力
を
呼
び
か
け
た

い
。

行っても算定できるのか。
Ａ３　算定できません。指導は患者
個別に行う必要があります。指導時
間が30分未満の場合も算定できませ
ん。
Ｑ４　療養の指導に当たる保健師、
助産師または看護師は、訪問看護や
外来診療の診療補助を兼ねることが
できるか。
Ａ４　兼ねることができます。
Ｑ５　算定要件に指導内容の記載等
はあるか。
Ａ５　医師の指示事項をカルテに記
載する必要はなくなりましたが、保
健師、助産師または看護師は、患者
ごとに療養指導記録を作成し、当該
療養指導記録に指導の要点、指導実
施時間を明記する必要があります。
Ｑ６　同一日に医師の診療が行われ
なくても算定できるか。
Ａ６　算定できます。その場合、レ
セプトの実日数にはカウントしませ
ん。

Ｑ１　B001の13　在宅療養指導
料の対象患者は、次の①②いずれ
も満たす必要があるのか。
① 在宅療養指導管理料を算定して
いる患者

② 入院中の患者以外の患者であっ
て、器具（人工肛門、人工膀
胱、気管カニューレ、留置カテ
ーテル、ドレーン等）を装着し
ており、その管理に配慮を要す
る患者

Ａ１　①または②のいずれか一方
を満たしていれば算定できます。
Ｑ２　対象患者に対し、どのよう
な場合に算定できるのか。
Ａ２　医師の指示に基づき、保健
師、助産師または看護師が在宅療
養上必要な指導を30分以上行った
場合に算定できます。指導は患者
のプライバシーが配慮されている
専用の場所で行うことが必要で
す。患家において行った場合には
算定できません。
Ｑ３　同時に複数の患者に指導を

医科保険請求

〈在宅療養指導料〉

D
on't bank on the bom

b

核
兵
器
に
お
金
を
貸
す
な
、

核
兵
器
に
頼
る
な

絶
は
核
戦
争

の
脅
威
か
ら

世
界
中
の
人

々
の
命
と
健

康
を
守
る
だ

け
で
な
く
、

新
興
感
染
症

　

す
で
に
、

２
０
１
７
年

以
降
、
94
の

民
間
金
融
機

関
が
６
兆
１

０
０
０
億
円

の
融
資
を
核

８
月
月
刊
保
団
連
に　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封

 2021年６月26日

抗議声明

老朽化した美浜原発３号機の老朽化した美浜原発３号機の
再稼働に強く抗議する再稼働に強く抗議する

 兵庫県保険医協会
 環境・公害対策部長　森岡 芳雄

　運転開始から40年以上が経過した関西電力美浜原発３号機を、関西
電力は６月23日、約10年ぶりに再稼働させた。福島第一原発事故後、
40年を超えて運転する原発の再稼働は初めてとなる。
　命と健康を守る医師・歯科医師の団体として、われわれはそもそも
事故による甚大な被害を引き起こし放射性廃棄物の処分方法も確立し
ていない原発はすべて廃炉にするよう求めるとともに、特に老朽原発
の再稼働には安全性に重大な懸念があるとして繰り返し反対を表明し
てきた。
　稼働40年を超える老朽原発では、照射脆化などで原子炉圧力容器を
はじめとする構造体は確実に劣化しており、安全性は低下している。
「原子力発電所は原則40年で廃炉に」というのが、福島第一原発事故
を受けて、民主・自民・公明の３党合意に基づいて決められたルール
であり、この形骸化は大きな問題である。原子炉格納容器内の構造物
に関しては、詳細な評価は困難であり、更新も不可能である。稼働後
45年を経過し、10年以上停止されていた美浜３号機を稼働させること
は非常にリスキーである。美浜３号機では、外部電源の一回線が遮断
する事故が４月12、28日と２回も立て続けに起きており、避難計画に
おいては、今日的な感染対策に十分に配慮した避難先の確保はほとん
どできていない。
　関西電力に美浜原発３号機の稼働を停止し、今すぐ廃炉を決定する
よう強く求める。そして、有効な地方創生対策がなされず、地方が疲
弊している中で、政府には、原発が廃炉になれば地域が立ち行かなく
なるという地元の現状を速やかに改善する地域振興策を実施するよう
求める。

第30回日常診療経験交流会

メインテーマ「今こそ学び続ける～あしたのために～」

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

Zoom視聴希望者は、yamakawa-t@doc-net.or.jpへ、メールの件名
を「８／７公費手引Zoom視聴」とし、①医療機関名、②参加者全員
の氏名、③書籍注文冊数、④電話番号をお送りください。来場参加を
ご希望の方は、☎078－393－1840まで

日　時　10月31日（日）10時～12時30分頃
会　場　神戸市産業振興センター９階（ハーバーランド内）
テーマ　 メインテーマ関連、新型コロナ禍での日常診療、在宅・地域

医療、病診・診診連携、医科・歯科・薬科の連携・工夫など
発表方法　１演題10分（別途、質疑応答）※スライド10枚程度
応募締切　８月30日（月）まで

分科会での話題提供のお願い分科会での話題提供のお願い

「Don't Bank on the Bomb―核兵器にお金を貸すな―」

特設サイトをご覧ください

反核医師の会が公開したDon't Bank on 
the Bombキャンペーンのウェブサイト

　ウェブサイトへは、「DBOB　
反核」で検索いただくか、QR
コードからアクセス
してください。http://
www.hhk.jp/dbob/

　

特
設
サ
イ
ト
で
は
、

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳

細
や
取
り
組
み
方
、
資

料
集
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

の
取
り
組
み
が
大
事
で

す
。
ぜ
ひ
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
取
り
組
み
を
広
げ

て
く
だ
さ
い
。

医科向け
公費負担医療等の手引 2021年度版

新型コロナ関連も含めた公費負担医療に関する制度の基本から請求まで解説

日　時　８月７日（土）15時～16時15分　会　場　協会５階会議室
講　師　戸田内科・リハビリテーション科　戸田和夫先生
来場定員　50人（定員になり次第締切）
参加費　１人1000円　テキスト代　１冊4000円
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か
か
り
つ
け
医
と
は

―
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の

 

日
本
に
お
け
る
認
識
―

円
満
温
厚
・

　

幸
原
久
先
生

自然に触れて
自然環境への関心を高めよう

 

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

 

灘
区　
　

岡
本　

好
司

 伊丹市・歯科　　工藤大八郎

　

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は
心
地

よ
い
言
葉
で
す
。
そ
し
て
以
下
の

よ
う
に
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
と

う
と
い
う
日
本
医
師
会
か
ら
の
ア

ピ
ー
ル
が
、
テ
レ
ビ
で
み
ら
れ
ま

す
。「
健
康
に
関
す
る
こ
と
は
何

で
も
相
談
で
き
、
必
要
な
時
に
は

専
門
医
を
紹
介
し
て
く
れ
る
身
近

で
頼
り
に
な
る
医
師
の
こ
と
を
か

か
り
つ
け
医
と
呼
び
ま
す
」
と
。

　

世
の
中
が
安
定
し
て
い
る
時

は
、
定
義
が
明
確
で
な
い
言
葉
の

ほ
う
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
な
く
て
、

日
本
の
文
化
に
馴
染
ん
で
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
が
蔓
延
し
て
緊
急
事
態
宣
言
も

発
令
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
国
は

「
熱
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
か
か
り
つ

け
医
を
受
診
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
医
療
制
度
で
は
、

の
医
師
を
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
人
も
あ
り

得
ま
す
。

　

別
の
事
例
で
例
え
る
と
、
あ
る

医
師
が
「
私
が
彼
（
学
生
や
研
修

医
）
の
メ
ン
タ
ー
（
恩
師
）
で

す
」
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
奢
り
も

は
な
は
だ
し
い
こ
と
で
す
。
メ
ン

タ
ー
と
判
断
す
る
の
は
学
生
や
研

修
医
で
あ
り
、「
私
の
メ
ン
タ
ー

は
こ
の
先
生
で
す
」
と
い
う
表
現

し
か
あ
り
得
ま
せ
ん
。

　

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
今
後
も
日

本
で
維
持
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
患

者
が
判
断
す
る
「
か
か
り
つ
け

医
」
と
い
う
言
葉
を
政
治
家
や
医

師
会
は
使
う
べ
き
で
は
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

日
本
に
は
存
在
し
な
い
Ｇ
Ｐ

（General practitioner

）
制
度

が
あ
る
の
が
そ
の
特
徴
で
す
。
日

本
語
に
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
と

訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
全
住

民
が
特
定
の
１
人
の
Ｇ
Ｐ
へ
の
登

録
を
制
度
上
義
務
づ
け
ら
れ
、
専

門
医
を
受
診
す
る
に
は
、
こ
の
医

師
の
紹
介
が
あ
っ
て
初
め
て
成
立

し
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
医
師
が
、
か
か
り

つ
け
医
に
な
り
ま
す
。
患
者
さ
ん

は
選
べ
な
い
の
で
す
。
国
民
全
員

が
か
か
り
つ
け
医
を
一
人
持
つ
制

度
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
医
療
が
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
で
あ
る
日
本
で
は
、
か
か
り

つ
け
医
を
決
め
る
の
は
医
師
や
行

政
で
は
な
く
患
者
自
身
で
す
。
か

か
り
つ
け
医
が
な
い
人
も
、
複
数

　

幸
原
先
生
の
学
生
時
代
は
飛
び

級
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
普

通
中
学
校
が
５
年
生
ま
で
あ
り
ま

し
た
が
、
４
年
終
了
時
で
も
上
級

学
校
の
受
験
資
格
を
与
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
幸
原
先
生
は
４
年
終

了
時
に
旧
制
高
等
学
校
に
合
格
さ

れ
た
秀
才
の
一
人
で
す
。

　

先
生
は
長
年
、
協
会
の
新
聞
部

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
外
見
は

温
和
で
、
温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る

風
貌
を
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
外
観

に
適
う
よ
う
に
、
心
も
至
っ
て
豊

か
で
ゆ
っ
た
り
と
し
て
お
ら
れ

る
、
非
常
に
円
満
な
人
格
者
で

す
。

　

周
囲
の
人
に
対
し
て
も
、
相
手

の
態
度
を
や
さ
し
く
見
守
っ
て
い

る
よ
う
な
、
細
や
か
な
神
経
を
併

せ
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ば

に
居
て
く
だ
さ
る
だ
け
で
、
ホ
ッ

と
す
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

素
朴
で
飾
り
気
の
な
い
性
格
を
し

て
お
ら
れ
、
付
き
合
っ
て
み
る
と

気
を
許
し
た
交
際
が
で
き
ま
す
。

　

一
見
朴ぼ

く

訥と
つ

と
し
た
人
に
思
え
る

の
で
す
が
、
内
面
的
に
は
神
経
質

で
、
感
受
性
も
鋭
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を
表
立
て

て
周
囲
の
人
を
ピ
リ
ピ
リ
さ
せ
た

り
は
し
ま
せ
ん
。
非
常
に
頭
の
良

い
方
で
、
こ
う
し
た
面
は
無
意
識

に
奥
深
く
に
し
ま
い
こ
ん
で
し
ま

う
の
で
す
。

　

面
白
い
の
は
、
購
読
さ
れ
て
お

ら
れ
る
新
聞
が
、
日
本
経
済
新
聞

と
赤
旗
で
あ
る
こ
と
で
す
。
両
極

端
を
眺
め
て
、
世
情
を
判
断
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

趣
味
は
ビ
デ
オ
撮
影
で
、
研
究

会
の
ビ
デ
オ
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
し
た
。
研
究
会
は
聴
衆
だ
け

で
な
く
、
阪
神
循
環
器
談
話
会
は

１
９
７
２
年
の
第
１
回
か
ら
、
芦

屋
市
医
師
会
の
心
電
図
研
究
会
は

６
０
０
回
以
上
世
話
人
を
務
め
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

機
敏
で
要
領
の
良
さ
が
あ
り
、

何
事
に
も
す
ぐ
習
熟
し
て
上
手
に

こ
な
し
て
い
き
ま
す
。
と
言
っ
て

も
、
八
方
美
人
的
な
器
用
さ
や
調

子
の
良
さ
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

権
威
に
容
易
に
迎
合
し
た
り
、

密
着
す
る
の
を
嫌
い
ま
す
。
筋
が

通
ら
な
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
と
拒

絶
す
る
反
骨
精
神
も
旺
盛
で
す
。

か
と
い
っ
て
孤
高
の
人
を
気
取
っ

た
り
、
近
づ
き
が
た
い
ム
ー
ド
を

作
っ
た
り
す
る
人
で
は
な
く
、
意

外
と
人
懐
っ
こ
く
、
人
受
け
の
良

い
先
生
で
す
。
大
衆
的
な
香
り
の

あ
る
人
で
す
。

　

勝
気
で
負
け
ず
嫌
い
で
す
が
、

社
会
的
に
は
一
歩
引
い
た
と
こ
ろ

に
身
を
置
き
、
物
事
を
じ
っ
く
り

観
察
す
る
性
格
で
、
こ
つ
こ
つ
と

地
道
な
努
力
を
続
け
ら
れ
る
面
が

お
あ
り
で
し
た
。
与
え
ら
れ
た
立

場
と
仕
事
を
着
実
に
守
り
、
世
俗

的
な
欲
に
取
り
つ
か
れ
る
こ
と
も

な
い
の
で
、
周
囲
の
信
頼
は
非
常

に
厚
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
に
は
厳
し
く
、
何
事
に
つ

け
て
も
自
己
管
理
は
ビ
シ
ッ
と
け

じ
め
を
つ
け
、
無
駄
な
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
さ
れ
ま
せ
ん
。
他
人
に
は

や
さ
し
さ
を
持
ち
、
頼
ま
れ
る
と

イ
ヤ
と
は
言
え
な
い
人
情
家
で

す
。
自
分
の
こ
と
は
さ
て
お
い
て

も
、
一
肌
脱
が
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
、
情
の
厚
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

病
魔
に
冒
さ
れ
、
蟄
居
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
残
念
で
す
。

か
ら
成
体
ま
で
、
変
化
が
少
な
い

の
が
特
徴
で
す
。

　

ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
は
、
表
面
は
光

沢
が
あ
り
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
ま

す
。
し
っ
ぽ
は
カ
ナ
ヘ
ビ
に
比
べ

る
と
短
く
、
舌
先
は
割
れ
て
い
ま

せ
ん
。
幼
体
は
、
少
し
青
み
か
か

　

ウ
チ
に
は
小
学
生
の
子
ど
も
が

い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
い
ろ
い

ろ
な
体
験
を
さ
せ
た
い
と
思
い
、

庭
に
い
ろ
ん
な
植
物
を
植
え
て
い

ま
す
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
木
、
レ
モ

ン
の
木
、
桑
の
木
、
イ
チ
ゴ
、
各

種
ハ
ー
ブ
な
ど
な
ど
で
す
。

　

最
近
は
、
お
米
が
ど
う
や
っ
て

で
き
る
か
知
り
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
一
部
に
苗
も
植
え
て
い
ま

す
。
そ
う
や
っ
て
植
物
を
育
て
て

い
る
と
、
い
ろ
ん
な
昆
虫
や
魚
、

モ
ク
ズ
蟹
な
ど
の
生
き
物
が
住
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
子

ど
も
が
採
取
し
て
観
察
し
た
り
も

し
ま
す
。
特
に
、
最
近
、
ハ
マ
っ

て
い
る
の
が
、
ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ
ビ

と
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
で
す
。
ニ
ホ
ン

カ
ナ
ヘ
ビ
と
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
の
違

い
、
御
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ
ビ
は
、
表
面
は

カ
サ
カ
サ
と
し
て
恐
竜
み
た
い

で
、
し
っ
ぽ
は
長
く
舌
先
が
二
つ

に
割
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
体

っ
て
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
ま
す
。
大

人
に
な
る
と
、
背
中
の
線
が
消

え
、
青
み
が
な
く
な
っ
て
き
ま

す
。

　

こ
の
特
徴
を
想
像
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
意
外
と
逆
に
思
っ
て
い

た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
聞
い
て
も
、
な
ぜ
か
ニ

ホ
ン
ト
カ
ゲ
と
ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ
ビ

を
間
違
え
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
か

っ
た
で
す
。
ど
う
し
て
か
は
不
明

で
す
が
。

　

自
然
環
境
は
維
持
で
き
る
よ
う

に
人
間
は
努
力
す
る
べ
き
だ
と
、

個
人
的
に
考
え
ま
す
。
努
力
し
な

い
と
自
然
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

み
な
さ
ま
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た

自
然
に
触
れ
て
み
て
は
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？　

い
ろ
ん
な
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

http://www.hhk.jp

員員

稿稿

会

投

ニホントカゲの幼体。尻尾の鮮やかな
青色は成長すると薄れる　　　　　　

不眠症治療Up To Date不眠症治療Up To Date
～薬理学的機序の異なる睡眠薬の使い方～～薬理学的機序の異なる睡眠薬の使い方～

日　時　８月21日（土）16時～
会　場　協会５階会議室（会場定員30人）
講　師　 神戸市立医療センター中央市民病院　精神・神経科医長
 大谷　恭平先生

Zoom視聴希望者は、kusunoki@doc-net.or.jpへ、メー
ルの件名を「８/21薬科部研究会Zoom視聴」とし、①
薬局・医療機関名、②参加者氏名、③電話番号、④（薬
剤師の方は）薬剤師免許番号をお送りください。来場参
加をご希望の方は、☎078－393－1840まで

薬科部研究会

評議員･予備評議員選挙の公示評議員･予備評議員選挙の公示

兵庫県保険医協会 歯科部会兵庫県保険医協会 歯科部会

理事長　　西山　裕康

　協会規約第31条の２及び協会役員等選出規定の第３条の２により、歯
科（評議員・予備評議員）選挙の公示を行います。

【役職】
評議員・予備評議員
　兵庫県保険医協会規約　第32条
「評議員は、本会の方針に沿い、
各支部又は歯科部会の活動の中心
となる。
　２．評議員は各支部又は歯科部
会を代表し、所属する会員の意見
を集約し評議員会に反映する。
　３．予備評議員は、評議員を補
佐するとともに、評議員会に評議
員欠席の際には評議員として出席

する。」
【任期】２年
【改選日】
　８月28日（土）2021年度第３回
歯科部会
【立候補日時締切】
　８月21日（土）正午
【立候補届出の方法】
　立候補希望者は、協会事務局ま
でお申し出ください。用紙をお届
けします。
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第53回総会　詳報

国民のいのちと健康を守る政治へ国民のいのちと健康を守る政治へ
　

６
月
20
日
、
協
会
会
議
室

で
行
わ
れ
た
協
会
第
53
回
総

会
で
の
理
事
長
あ
い
さ
つ
、

発
言
・
執
行
部
答
弁
と
来
賓

あ
い
さ
つ
の
要
旨
、
祝
電
メ

ッ
セ
ー
ジ
一
覧
、
決
議
全
文

を
掲
載
す
る
。

国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、

新
自
由
主
義
か
ら
の
決
別
を

理
事
長　
　

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

西
山　

裕
康

　

１
年
を
振
り
返
る
と
、
昨
年
春

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
受
診
抑
制
で
、
医
療

機
関
は
皆
保
険
制
度
成
立
以
来
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
大
幅
な
減
収

と
な
っ
た
。
感
染
対
策
に
加
え

て
、
煩
雑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連

業
務
が
重
な
り
、
医
療
従
事
者
の

負
担
は
い
ま
だ
に
少
な
く
な
い
。

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
医
療
機

関
の
減
収
は
十
分
に
補
填
さ
れ
て

い
な
い
ま
ま
で
あ
り
、
国
民
皆
保

険
制
度
に
お
け
る
国
の
責
任
を
放

棄
す
る
も
の
だ
。

　

協
会
は
、「
今
こ
そ
医
療
費
抑

制
策
の
転
換
を
」
と
題
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
医
療
機

関
を
疲
弊
さ
せ
た
原
因
は
長
年
続

く
医
療
費
抑
制
政
策
で
あ
る
と
指

摘
し
、
医
療
・
社
会
保
障
の
再
建

方
法
を
提
案
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

医
療
・
社
会
保
障
を
経
済
成
長
の

足
か
せ
と
と
ら
え
て
き
た
新
自
由

主
義
に
対
す
る
批
判
が
世
界
中
で

巻
き
起
こ
っ
て
い
る
。

　

新
自
由
主
義
と
は
「
自
己
責
任

を
基
本
に
小
さ
な
政
府
を
推
進

し
、
均
衡
財
政
、
福
祉
・
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
縮
小
、
公
営
事
業
の
民

営
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
前
提
と

し
た
経
済
政
策
、
規
制
緩
和
に
よ

る
競
争
促
進
、
労
働
者
保
護
廃
止

な
ど
の
経
済
政
策
の
体
系
」
だ
。

　

そ
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
政

権
を
引
き
継
い
だ
菅
首
相
は
、
め

ざ
す
社
会
像
と
し
て
「
自
助
、
共

助
、
公
助
」「
ま
ず
は
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
っ
て
み

る
。
そ
し
て
、
地
域
や
家
族
で
助

け
合
う
。
そ
の
上
で
、
政
府
が
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
・
ネ
ッ
ト
で
守
る
」

と
の
発
言
を
く
り
返
し
た
。
現
代

社
会
に
は
び
こ
っ
て
き
た
「
自
己

責
任
論
」
を
よ
り
強
固
に
す
る
、

権
力
中
枢
か
ら
の
「
政
府
責
任
放

棄
論
」
を
改
め
て
公
言
す
る
も
の

だ
が
、
社
会
保
障
は
隣
近
所
の
助

け
合
い
で
は
決
し
て
な
い
。

　

新
自
由
主
義
と
は
「
競
争
志
向

を
正
統
化
す
る
た
め
の
市
場
原
理

主
義
か
ら
な
る
資
本
主
義
経
済
体

制
」
だ
。
こ
の
よ
う
な
体
制
が
世

界
中
で
格
差
と
貧
困
を
拡
大
さ
せ

た
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
社
会
保

障
の
柱
で
あ
る
「
公
的
保
険
医

療
」
を
つ
か
さ
ど
る
私
た
ち
の
役

割
と
共
存
す
る
は
ず
が
な
い
。

　

こ
の
秋
に
は
衆
議
院
選
挙
が
あ

る
。
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
新
自
由
主

義
的
政
策
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。

発　
　

言

発　
　

言

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ行

政
は
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題

に
つ
い
て
真
摯
な
対
応
を

声
な
き
声
に

耳
を
傾
け
続
け
よ
う

続
く
選
挙
で

政
治
の
転
換
を

政
策
パ
ン
フ
を

活
用
し
よ
う

兵
庫
県
政
の
転
換
を

知
事
選
挙
を
戦
い
抜
こ
う

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

運
動
を
す
す
め
よ
う

組
織
強
化
へ

先
生
方
の
ご
協
力
を

環境・公害対策部

北阪神支部

政策運動広報委員会

政策運動広報委員会歯科部会

組織部

上田 進久先生

谷口 紀善先生

水間 美宏先生

木原 章雄先生白岩 一心先生

宮武 博明先生

住
宅
解
体
工
事
だ
。
昨
年
の
秋

に
、
レ
ベ
ル
１
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の

調
査
漏
れ
を
私
た
ち
が
突
き
止
め

た
。
原
因
究
明
と
再
発
防
止
策
を

求
め
て
き
た
が
、
神
戸
市
は
業
者

の
不
注
意
が
問
題
で
神
戸
市
に
責

任
は
な
い
と
い
う
立
場
だ
。

　

も
う
一
つ
は
西
宮
市
立
安
井
小

学
校
の
解
体
だ
。
ア
ス
ベ
ス
ト
が

含
ま
れ
て
い
る
学
校
の
解
体
な
ど

は
夏
休
み
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
い

な
い
状
況
で
行
う
べ
き
だ
が
、
西

宮
市
は
校
庭
に
仮
校
舎
を
建
設
し

て
、
生
徒
が
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

工
事
を
行
う
と
し
て
い
る
。
厳
重

な
安
全
対
策
が
必
要
だ
。

　

こ
の
二
つ
の
事
例
か
ら
分
か
っ

た
の
は
行
政
の
慢
心
だ
。
ア
ス
ベ

ス
ト
に
対
す
る
問
題
意
識
が
希
薄

す
ぎ
る
。
公
共
事
業
は
民
間
事
業

の
模
範
と
な
る
べ
き
だ
。
安
全
対

策
を
徹
底
さ
せ
た
い
。

　

協
会
で
は
政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
今
こ
そ
医
療
費
抑
制
策
の
転
換

を
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大　

医
療
機
関
を
疲
弊
さ
せ

た
の
は
誰
な
の
か
？
―
」
を
制
作

・
発
行
し
た
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診
抑
制
等

で
医
療
機
関
経
営
が
極
め
て
危
機

的
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
一
昨
年

と
昨
年
の
国
民
医
療
費
の
数
字
を

挙
げ
な
が
ら
解
説
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
克
服
の
た
め
に
多
く

の
医
療
団
体
が
要
求
し
て
い
る
減

収
補
填
に
つ
い
て
、
医
療
の
公
益

性
か
ら
そ
の
正
当
性
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ま

で
政
府
が
と
っ
て
き
た
医
師
養
成

数
の
抑
制
方
針
、
公
衆
衛
生
行
政

の
切
り
捨
て
、
地
域
医
療
構
想
等

に
よ
る
病
床
削
減
な
ど
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

被
害
拡
大
の
根
本
的
な
原
因
だ
と

明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
し
て
、
協
会
や
保
団
連
が
こ

れ
ま
で
訴
え
て
き
た
企
業
や
富
裕

層
の
応
分
の
負
担
で
、
社
会
保
障

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
社
会

の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
も
の
で

新
型
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
た
め
に

　

７
月
18
日
、
兵
庫
県
知
事
選
挙

が
行
わ
れ
る
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
20
年
間
続
い

た
井
戸
敏
三
県
政
を
支
え
た
、
共

産
党
な
ど
を
除
く
い
わ
ゆ
る
「
オ

ー
ル
与
党
体
制
」
が
分
裂
し
た
中

で
行
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
井
戸

県
政
の
後
継
を
自
任
す
る
県
議
会

自
民
党
が
推
す
前
副
知
事
の
陣
営

と
、
維
新
の
会
と
自
民
党
の
一
部

が
推
薦
す
る
元
大
阪
府
職
員
の
陣

営
だ
。
ど
ち
ら
も
こ
れ
ま
で
私
た

ち
が
批
判
し
て
き
た
井
戸
県
政
を

高
く
評
価
す
る
候
補
だ
。

　

一
方
、
金
田
峰
生
候
補
は
協
会

と
政
策
協
定
を
結
ん
だ
、
協
会
の

推
薦
候
補
だ
。
金
田
氏
は
協
会
事

務
局
と
し
て
も
勤
務
し
、
県
会
議

員
も
経
験
し
た
。
ま
さ
し
く
私
た

ち
の
自
前
の
候
補
で
あ
り
、
県
民

の
た
め
の
候
補
だ
。
私
た
ち
の
力

で
押
し
上
げ
て
い
き
た
い
。
厳
し

い
選
挙
戦
だ
が
、
後
一
歩
で
勝
利

に
届
く
、
勝
ち
馬
に
乗
る
気
持
ち

で
応
援
し
よ
う
。
絶
対
に
落
と
し

て
は
い
け
な
い
選
挙
だ
。

１
年
４
月
か
ら
開
始
し
た
。

　

内
容
は
、
①
患
者
さ
ん
の
窓
口

負
担
を
下
げ
る
、
②
保
険
で
受
け

ら
れ
る
治
療
を
大
幅
に
広
げ
る
、

③
歯
科
医
療
の
良
質
な
医
療
提
供

に
必
要
な
国
家
予
算
を
求
め
る
、

の
３
点
だ
。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
の
目
標
は

１
万
５
０
０
０
筆
だ
。

　

歯
科
医
療
は
、
糖
尿
病
の
合
併

症
予
防
に
つ
な
が
っ
た
り
、
誤
嚥

性
肺
炎
の
予
防
に
な
っ
た
り
と
、

近
年
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
全

身
疾
患
の
重
症
化
予
防
を
担
う
領

域
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

国
会
議
員
に
歯
科
署
名
提
出
の

紹
介
議
員
に
な
っ
て
も
ら
う
に

は
、
署
名
総
数
、
会
員
の
参
加

率
、
署
名
内
容
、
そ
し
て
患
者
さ

ん
、
地
域
住
民
の
声
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
。
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
」
の
運
動
は
、
医
療
の
営
利
　

さ
ら
に
会
員
を
増
や
す
た
め
に

ぜ
ひ
、
会
員
拡
大
の
一
番
の
武
器

で
あ
る
紹
介
状
を
よ
り
多
く
の
先

生
方
に
書
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
年
も
複
数
の
病
院
の
入
会
を
得

た
。
病
院
に
入
っ
て
い
た
だ
く
と

い
う
方
針
は
兵
庫
方
式
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
兵
庫
医
大
も
神
大
病

院
も
入
っ
て
い
る
。
各
県
立
病
院

も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
病

院
で
は
事
務
局
が
保
険
請
求
の
相

談
に
の
る
中
で
入
会
に
つ
な
が
る

事
例
が
多
い
。
非
常
に
大
事
な
教

訓
だ
。

　

ま
た
、
開
業
医
に
会
員
に
な
っ

て
も
ら
う
た
め
に
も
勤
務
医
の
時

代
か
ら
入
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
。
共
済
は
加
入
者
に
と
っ
て
非

常
に
有
利
な
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
勤
務
医
の
先
生
に
ぜ
ひ
勧
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

神
戸
支
部　

佐
々
木
徹
先
生

　

「
国
民
投
票
法
案
が
成
立　

戦

前
レ
ジ
ー
ム
に
回
帰
す
る
日
本
」

文
書
発
言

　

谷
口
紀
善
先
生
の
発
言
に
つ
い

て
、
安
倍
・
菅
政
権
の
政
権
私
物

化
に
は
私
も
怒
り
を
覚
え
て
い

る
。
国
民
の
不
満
を
ど
う
政
治
の

転
換
に
結
び
付
け
る
の
か
が
重
要

だ
。
今
年
は
総
選
挙
が
あ
る
。
政

治
を
転
換
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

だ
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
野
党
共

闘
の
体
勢
づ
く
り
は
遅
れ
て
い

る
。
こ
の
共
闘
を
後
押
し
す
る
の

は
私
た
ち
市
民
の
力
だ
。

　

佐
々
木
徹
先
生
の
文
書
発
言
に

つ
い
て
。
国
民
投
票
法
の
改
定
案

が
可
決
・
成
立
し
た
。
改
憲
へ
の

一
里
塚
で
あ
る
と
警
戒
す
る
必
要

が
あ
る
。
自
民
党
の
「
改
憲
４
項

目
」
は
重
大
な
憲
法
改
悪
案
だ
と

思
う
。
彼
ら
は
第
９
条
を
変
え

て
、
日
本
を
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に

戦
争
で
き
る
国
に
す
る
と
と
も

に
、
緊
急
事
態
条
項
を
憲
法
に
書

き
込
み
、
自
民
党
中
枢
に
よ
る
独

裁
を
狙
っ
て
い
る
。
戦
争
や
独
裁

を
許
さ
な
い
た
め
に
は
、
政
治
の

転
換
が
必
要
だ
。

　

水
間
美
宏
先
生
、
政
策
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
紹
介
あ
り
が
と
う
。
こ

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
協
会
の
政
策

部
が
力
を
い
れ
て
作
っ
た
も
の

だ
。
医
療
機
関
の
経
営
危
機
に
つ

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
新
自
由
主
義
に

よ
る
医
療
政
策
が
も
た
ら
し
た
も

の
だ
と
解
明
し
て
い
る
。
各
支
部

で
も
学
習
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

し
て
ほ
し
い
。

　

木
原
章
雄
先
生
の
発
言
に
つ
い

て
、
協
会
と
し
て
、
県
知
事
選
挙

に
は
当
面
の
最
重
点
課
題
と
し
て

取
り
組
み
た
い
。
協
会
は
金
田
峰

生
候
補
と
政
策
協
定
を
結
び
支
持

・
推
薦
を
決
定
し
た
。
有
志
の
会

を
立
ち
上
げ
て
選
挙
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
回
の
知
事
選
挙

の
構
図
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
井

戸
敏
三
知
事
の
後
継
の
金
澤
和
夫

氏
と
維
新
の
会
の
推
薦
を
受
け
る

齋
藤
元
彦
氏
と
金
田
氏
の
三
つ
巴

の
選
挙
だ
。
金
澤
氏
は
井
戸
県
政

の
下
で
、
度
重
な
る
医
療
福
祉
制

度
の
改
悪
を
進
め
る
と
と
も
に
、

必
要
な
手
立
て
を
せ
ず
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
医

療
崩
壊
を
招
い
た
。
こ
れ
ら
は
許

さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
で
は
、

副理事長
加藤 擁一

　

森
友
学
園
問
題
に
対
し
て
、
世

論
調
査
で
は
96
％
の
人
が
「
納
得

が
い
か
な
い
」
と
答
え
て
い
る
の

に
、
自
民
党
の
政
党
支
持
率
は
35

・
５
％
、
一
方
の
立
憲
民
主
党
は

一
桁
台
だ
っ
た
。
建
設
的
発
言
を

し
な
い
と
野
党
の
支
持
率
は
上
が

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
弱
い
立

場
に
置
か
れ
る
人
た
ち
の
声
な
き

声
に
、
常
に
耳
を
傾
け
つ
つ
寄
り

化
、
市
場
化
に
反
対
し
、
国
民
皆

保
険
制
度
を
堅
守
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
歯
科
医
療
の
低
診
療
報

酬
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
。

　

今
通
常
国
会
で
成
立
し
た
、
後

期
高
齢
者
窓
口
負
担
１
割
か
ら
２

割
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
意
思
表

示
で
も
あ
る
。

　

署
名
は
、
憲
法
16
条
で
保
障
さ

れ
た
国
民
の
権
利
で
、
選
挙
以
外

で
国
民
が
具
体
的
な
意
思
を
表
明

し
て
政
策
に
反
映
す
る
唯
一
の
手

段
だ
。

添
い
、
代
弁
し
、「
誰
も
が
自
分

ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

づ
く
り
」
を
野
党
が
示
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
協
会

に
は
一
役
買
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
し
て
二
つ
の

公
共
事
業
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
一
つ
は
神
戸
市
営
の
下
山
手

必
要
な
政
策
で
あ
る
と
結
論
づ
け

て
い
る
。
政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

広
く
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
求
め
る
」
請
願
署
名
を
２
０
２
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来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ

益
々
重
要
性
を
増
す

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

窓
口
負
担
引
き
上
げ
は

ま
だ
止
め
ら
れ
る

齋
藤
氏
が
よ
い
の
か
と
い
う
と
、

彼
を
推
薦
し
て
い
る
維
新
が
府
政

と
市
政
を
握
っ
て
い
る
大
阪
を
見

れ
ば
わ
か
る
。
大
阪
で
維
新
は
カ

ジ
ノ
と
万
博
を
推
進
す
る
た
め
に

医
療
福
祉
を
切
り
捨
て
、
病
院
を

統
廃
合
し
て
い
る
。
金
田
氏
は
協

会
で
も
事
務
局
と
し
て
働
い
て
い

た
。
兵
庫
県
政
を
変
え
る
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
だ
。
ぜ
ひ
、
選
挙
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

副理事長

副理事長

森岡 芳雄

川村 雅之

　

上
田
進
久
先
生
に
は
ア
ス
ベ
ス

ト
問
題
で
、
第
一
線
に
立
っ
て
運

動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ア
ス

ベ
ス
ト
問
題
は
近
年
、
一
般
化
・

広
範
化
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
く
る

こ
と
は
必
至
だ
。
私
た
ち
の
運
動

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
や
自
治

体
に
厳
し
い
環
境
基
準
の
整
備
を

求
め
て
い
き
た
い
。
ア
ス
ベ
ス
ト

の
検
診
に
つ
い
て
だ
が
、
一
般
健

診
に
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
の
有
無
を

聞
く
項
目
を
盛
り
込
む
こ
と
が
必

要
だ
。
さ
ら
に
ハ
イ
リ
ス
ク
群
に

は
専
門
健
診
が
行
え
る
よ
う
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

白
岩
一
心
先
生
の
発
言
に
つ
い

て
。
今
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い

る
。
国
会
で
は
後
期
高
齢
者
の
医

療
費
窓
口
負
担
を
１
割
か
ら
２
割

に
す
る
法
案
が
成
立
し
た
が
、
私

た
ち
が
実
施
し
て
い
る
「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
」

請
願
署
名
で
は
、
窓
口
負
担
の
引

き
下
げ
を
求
め
て
い
る
。
ぜ
ひ
、

会
員
数
は
協
会
活
動
の

力
の
源
泉

 

西
山 

裕
康
理
事
長

　

組
織
拡
大
、
つ
ま
り
会
員
数
は

協
会
活
動
の
力
の
源
泉
だ
。

　

協
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で

も
、
会
員
数
を
減
ら
す
こ
と
な
く

活
発
に
活
動
し
、「
頼
り
に
な
る

協
会
」
を
実
践
し
て
き
た
。
こ
れ

は
、
会
員
の
協
力
の
た
ま
も
の

だ
。
紹
介
状
は
非
常
に
大
切
な
の

で
、
同
じ
医
局
、
大
学
の
人
は
も

ち
ろ
ん
、
細
い
パ
イ
プ
で
あ
っ
て

も
手
繰
っ
て
書
い
て
ほ
し
い
。
実

際
に
私
も
、
直
接
の
面
識
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
後
輩
へ
も
紹
介
状

を
書
い
て
、
成
果
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　

知
事
選
挙
に
つ
い
て
だ
が
、
金

田
峰
生
候
補
は
、
医
療
関
係
者
に

と
っ
て
は
間
違
い
の
な
い
候
補
だ

と
思
う
。
ぜ
ひ
、
ア
ピ
ー
ル
賛
同

と
募
金
等
に
協
力
い
た
だ
き
た

い
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
便
乗
し
た

シ
ョ
ッ
ク
ド
ク
ト
リ
ン
を
許
さ
な
い

医
科
・
歯
科
一
体
の
運
動
に

高
ま
る
期
待

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長　

住
江　

憲
勇
様

全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会　

理
事　

冨
澤　

洪
基
様

　

政
府
は
国
民
の
反
対
の
声
を
聞

か
ず
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
邁
進
し
て

い
る
。
し
か
し
、
厚
生
労
働
省
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、

開
催
の
強
行
に
よ
っ
て
人
の
流
れ

が
増
え
、
８
月
２
日
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
新
規
感
染
者
は
１
０
０
０

人
を
超
え
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中

止
の
声
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

一
昨
日
「
骨
太
の
方
針
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
。
す
で
に
６
年
間

で
８
３
０
０
億
円
の
社
会
保
障
費

　

全
日
本
民
医
連
歯
科
部
で
は
、

兵
庫
県
保
険
医
協
会
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
を
」
運
動
を
展
開
し
て

い
る
。
歯
科
治
療
の
保
険
適
用
範

囲
を
広
げ
る
こ
と
や
患
者
さ
ん
の

窓
口
負
担
の
引
き
下
げ
、
歯
科
医

療
費
の
拡
大
を
目
指
し
て
、
市
民

学
習
会
や
国
会
で
の
集
会
、
厚
生

労
働
省
交
渉
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
こ
の
間
の
成
果
と
し
て
は
、

白
い
被
せ
も
の
の
保
険
適
用
範
囲

　

世
界
中
を
混
乱
に
陥
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
の
あ
り
方
に
疑

問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
国
で
採
ら
れ
て
き
た
効
率
至
上
主
義
や
市

場
原
理
主
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
を
極
め
て
脆
弱
な
も
の
と
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
日
本
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
保
健
所
の
統
廃
合
に

代
表
さ
れ
る
公
衆
衛
生
行
政
の
切
捨
て
、
地
域
医
療
構
想
に
よ
る
病
床
削
減
、
医
師
養
成
数
の
抑
制

な
ど
の
医
療
費
抑
制
政
策
の
問
題
点
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
菅
自
公
政
権
は
、
こ
う
し
た
政
治
路
線
を
転
換
す
る
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
そ
の

推
進
に
固
執
し
て
い
る
。
今
国
会
で
は
病
床
削
減
に
消
費
税
財
源
を
充
て
る
こ
と
や
医
師
の
長
時
間

労
働
を
合
法
化
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
法
案
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
を
１
割

か
ら
２
割
に
倍
化
さ
せ
る
法
案
を
成
立
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
経
済
の
分
野
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
打
撃
は
大
き
い
が
、
菅
自
公
政

権
は
、
国
民
や
零
細
事
業
主
に
対
し
て
、
外
出
や
営
業
の
自
粛
要
請
を
行
う
ば
か
り
で
ま
と
も
な
補

償
を
行
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
一
部
大
企
業
に
対
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

関
連
事
業
等
で
、
収
益
の
下
支
え
を
行
っ
て
い
る
。
世
論
の
反
対
を
無
視
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
強
行
し
、
多
国
籍
大
企
業
へ
の
利
益
供
与
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
国
民
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
不
安
を
利
用
し
、
国
家
に
よ
る
国
民

監
視
を
よ
り
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
国
会
で
成
立
し
た
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
は
こ
れ
ま
で

自
治
体
が
定
め
て
き
た
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
条
例
を
骨
抜
き
し
、
国
家
に
よ
る
管
理
・
利
用
を

容
易
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
憲
法
審
査
会
で
も
政
府
・
自
民
党
は
緊
急
事
態
条
項
を
憲
法
に

盛
り
込
む
こ
と
が
あ
た
か
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
資
す
る
か
の
よ
う
に
世
論
を
誘

導
し
、
国
民
投
票
法
を
改
定
し
た
。

　

今
、
必
要
な
こ
と
は
、
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
的
共
通
資
本
を
国
の
責
任
で
支
え
、
国
民
生

活
を
豊
か
に
す
る
政
治
へ
の
転
換
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
今
年
は
総
選
挙
、
兵
庫
県
知
事
選
挙
、
神

戸
市
長
選
挙
と
多
く
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
我
々
は
こ
れ
ら
の
選
挙
を
要
求
実
現
の
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
と
と
ら
え
て
奮
闘
す
る
決
意
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

記

一
． 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
今
後
の
拡
大
に
備
え
医
科
・
歯
科
医
療
機
関
経
営
を
保
障
す

る
こ
と
。

一
． 

未
知
の
新
型
感
染
症
に
備
え
る
た
め
に
も
医
療
費
抑
制
政
策
を
転
換
し
、
公
衆
衛
生
体
制
や
医

療
提
供
体
制
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。

一
． 

患
者
・
介
護
利
用
者
負
担
増
計
画
を
や
め
、
税
・
保
険
料
の
応
能
負
担
を
強
化
し
、
医
療
・
社

会
保
障
を
拡
充
す
る
こ
と
。

一
． 

消
費
税
を
減
税
し
、
医
療
に
は
ゼ
ロ
税
率
を
導
入
し
て
医
療
機
関
の
控
除
対
象
外
消
費
税
負
担

を
解
消
す
る
こ
と
。

一
． 

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
実
現
の
た
め
、
保
険
適
用
範
囲
を
拡
大
し
、
歯
科
技
術
料
を
正
当

に
評
価
す
る
と
と
も
に
逆
ザ
ヤ
と
な
っ
て
い
る
金
パ
ラ
の
償
還
価
格
を
是
正
す
る
こ
と
。

一
． 

東
日
本
大
震
災
や
台
風
、
豪
雨
な
ど
災
害
被
災
者
に
対
し
、
公
的
補
償
を
抜
本
的
に
強
め
る
こ

と
。

一
． 

再
稼
働
し
た
原
発
を
直
ち
に
停
止
し
、
原
発
ゼ
ロ
政
策
の
推
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡

大
を
進
め
る
こ
と
。

一
． 

日
本
国
憲
法
を
堅
持
し
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
が
行
き
届
く
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。
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０
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１
年
６
月
20
日　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

を
拡
大
し
た
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
評
価
、
院
内
歯
科
技
工
士
の
評

価
な
ど
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
。

　

今
、
歯
科
医
療
機
関
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
大
変
な
向
か
い
風
に
晒
さ

れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
の
通
知

に
よ
る
受
診
抑
制
と
、
も
と
も
と

低
い
診
療
報
酬
で
歯
科
医
療
機
関

は
大
変
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
協
会
の

運
動
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

兵
庫
協
会
は
医
科
・
歯
科
・
薬
科

一
体
の
強
力
な
運
動
体
だ
。
全
日

本
民
医
連
と
し
て
も
非
常
に
心
強

い
。

帰
る
前
に
一
筆
書
い
て
ほ
し
い
。

紹
介
議
員
を
増
や
す
た
め
に
も
協

力
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
回
の
窓
口
負
担
引
き
上
げ
は

全
国
の
１
０
５
万
筆
の
署
名
を
無

視
し
て
強
行
さ
れ
た
。
国
が
こ
の

法
律
を
施
行
す
る
の
に
、
世
論
の

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
こ
の
後
に
は

国
政
選
挙
も
控
え
て
い
る
。
気
落

ち
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
運
動

を
進
め
て
い
き
た
い
。

の
自
然
増
を
抑
制
し
て
き
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
財
政
赤
字
を
理
由

に
、
引
き
続
き
抑
制
を
行
う
と
し

て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
新
型

コ
ロ
ナ
に
便
乗
し
て
こ
れ
ま
で
進

め
ら
れ
な
か
っ
た
医
療
・
社
会
保

障
制
度
改
悪
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
ま
さ
に
、
シ
ョ
ッ
ク
ド
ク

ト
リ
ン
だ
。
今
国
会
で
も
政
府
・

与
党
は
病
床
削
減
を
さ
ら
に
進
め

る
法
律
や
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓

口
負
担
を
引
き
上
げ
る
法
案
を
成

立
さ
せ
た
。
今
、
公
衆
衛
生
学
的

な
安
全
保
障
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
新
興
感
染

症
に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
国
民
の
命
、
安
全
、
日
々
の

生
活
を
取
り
戻
す
た
め
、
総
選
挙

で
結
果
を
出
す
必
要
が
あ
る
。
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済生会横浜市東部病院　小児肝臓消化器科　　十河　剛先生講演

患者のやる気を引き出す
コミュニケーションで治療効果UP！（上）

　神経言語プログラミング（Neuro-
Linguistic-Programing：NLP）は、
当時、最も効果を上げていた３人の
天才セラピストである、ゲシュタル
ト療法のフリッツ・パールズ、家族
療法のバージニア・サティア、催眠
療法のミルトン・エリクソンが、ど
のようにして効果的なセラピーを行
っているのかを、リチャード・バン
ドラーとジョングリンダーの２人が
研究したことに端を発する心理学で
ある。
　NLPは脳の取り扱い説明書とも呼
ばれ、人間が五感を通して受け取っ
た情報をどのように処理して、言
葉、思考や行動に影響を与えるかを
研究した学問とも言える。当初は、
ベトナム帰還兵の心的外傷後ストレ
ス障害の治療で発展してきたが、現
在ではビジネス、医療、スポーツな
どにも応用され、アメリカ合衆国大
統領の演説にもNLPは用いられてい
る。今回はNLPを用いたコミュニケ
ーションを医療現場に適用すること
で患者のやる気を引き出し、治療効
果を上げる方法をお伝えする。

今日からできる
効果的なコミュニケーションに
必要なたった二つのこと
　人間は五感を通して1100万ビット
／秒の情報を得ていると言われてい
る。しかし、1100万ビット／秒の情
報をそのまま受け取っていては、脳
がパンクしてしまうので、情報の一
部を削除したり（削除）、自分なり

の解釈をしたり（歪曲）、一部のこ
とをあたかも全体で起こっているか
のように認識したり（一般化）する
ことで、情報を64ビット／秒に絞り
込んでいる。この64ビット／秒の情
報を元に、われわれはコミュニケー
ションをしている。
　たとえば、海に臨む岬の感想を聞
かれても、ある人は「空と海の境が
ないくらいきれいな海と空の青さだ
った」と答えるが、別の人は「波の
音とカモメの鳴き声、そして風の音
の調和がとても印象的だった」と答
える、また、別の人は「太陽の暖か
さと頬に当たる風の冷たさが対照的
で気持ちよかった」と答える。
　これは同じ場所で同じ1100万ビッ
ト／秒の情報を受け取ったにも関わ
らず、それぞれが別々の削除、歪
曲、一般化を行い、違う64ビット／
秒の情報に絞り込まれた結果であ
る。海を臨む岬の感想であれば、64
ビット／秒に違いがあっても、問題
になることはまずない。
　しかし、医療の現場で医師と看護
師、患者と医療従事者の間に、64ビ
ット／秒の違いがあると、問題が生
じることがある。とくに自分の64ビ
ット／秒と相手の64ビット／秒が同
じものだと勘違いしながらコミュニ
ケーションを進めると、大きなトラ
ブルに発展してしまう。
　お互いの64ビット／秒の溝を埋め
るためには、何が削除されていて、
何が歪曲されていて、何が一般化さ
れているのかを知る必要がある。そ

こでNLPでは質問をしながら溝を埋
めていくが、お互いに理解し合える
ような居心地の良い雰囲気の状態、
信頼関係（ラポール）が築かれてい
ないと、質問は尋問になり、相手は
責められているような印象となり、
本当のことを言わなくなる。したが
って、すべてのコミュニケーション
の基礎になるのがラポールである。

患者とのラポールの築き方
　具体的に私の外来で、患者とラポ
ールをどのように築いているかの具
体例を示す。
①ハイタッチ
　われわれ小児科医をはじめ、白衣
を着ている人や病院の人は、子ども
たちにとっては「怖い人」となりが
ちである。そこでハイタッチをし
て、子どもたちと触れ合うことで安
心・安全の感覚が生まれる。
②同じ言葉を使う
③目の高さを合わせる
　この二つはマッチングと呼ばれ
る。人間も元は群れで生きてきた動
物である。群れで生きてきたゆえ
に、異種を排除する本能がある。し
たがって、同じ言葉を使って、目の
高さを合わせることで同種であると
認識してもらうのである。卒後３年
目で離島勤務をした際に、自治医大
出身で島唯一の診療所の先生が、島
の人と同じ言葉を使って診療して、
信頼関係を築いていたのはとても印
象的であった。小児科であれば、子
どもたちの年齢にあった言葉を使う
のである。
④ペースを合わせる
　これは話すスピードやトーンもで
あるが、話の内容も相手の話に合わ
せていくのである。とは言っても、
相手のペースに合わせていたら仕事
にならないのでは？と思われるであ
ろう。そのために、相手のペースに
合わせて、相手のペースに合わせ
て、こちらのペースにリードする、
ペース⇨ペース⇨リードを繰り返し
ながら、こちらのペースにもってく
るのである。

【実践例】
患者：先生がこの間、休診だった時
に対応したあの若い先生何？　ちょ
っとイラついちゃったんだけど。
医師：■■先生が○○さんをイラつ
かせてしまったのですね。○○さん
が、そう感じてしまったことは申し
訳ないです。
患者：いや、先生が謝ることじゃな
いんだけどさ。何訊いても、杓子定
規な返事しか返ってこないから。ち
ょっと大丈夫かなって心配になっち
ゃって。
医師：杓子定規な返事しか返って来
ないって感じてしまったのですね。
そんな風に感じちゃったら、大丈夫
かなって心配になっちゃいますよ
ね。
患者：そうなんだよ。先生が一番俺
の体のことを知っているからさ、先
生を一番信頼しているんだよ。だか
ら、俺が来る日は休診にしないで
よ。
医師：ありがとうござます。そんな
風に思ってくれてうれしいな。じゃ
あ、○○さんの期待に応えられるよ
うに学会に行って最新知識を勉強し
てくるから、その時は休診にさせて
ください。その時は、また、■■先
生に代診を頼むけど、彼も私より10
個くらい若いからまだまだ勉強しな
くちゃいけないから、○○さんも応
援してあげてよ。
患者：そうだよな。お医者さんも勉
強が必要で大変だよな。わかった
よ。
　また、ラポールを築くための方法
として、「褒める、認める、ねぎら
う」という方法もある。人間は欠け
ているところに注目しがちだが、足
りている部分に注目し、できなかっ
たより、できたことに注目するので
ある。例えば、不登校の子が、「学
校に１日しか行けませんでした」と
言ってきたときに、「たった１日し
か行けなかったんだ」ではなく、
「１日行けるようになったんだ」、
「週１回の登校が続けられてるん
だ」というような声掛けに変えてい
くのである。 （つづく）

まずはお気軽にお問い合わせください　☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度のご案内

（10年固定の場合）

保険医のための「住宅ローン」

変動0.55％　　固定0.8％
（7月1日現在の金利）

使　途　 本人、ご家族の住宅の新築・購入、増改築、修繕、宅地、他の
金融機関からの借り換え

対　象　医科会員（申込時に満65歳以下）　
条　件　勤務医は給与振込先指定（開業医は条件なし）
限度額　１億円以内
期　間　２年以上35年以内

融資部より

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL　0120-366-761

アウトソーシング サポート グループISR

信頼・向上 そして社会貢献50 th

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

公的保険データ分析
レセプト管理・マイナンバー

経 営 者 会 議
労働保険事務組合

ISR e-Sports
シニア躍動・共生社会

ISRサテライトオフィス
ウェブ会議・リモートワーク

ISRグループ 検索

　 支 部 の 催 物 案 内 　　 支 部 の 催 物 案 内 　

「COVID-19院内クラスター発生から終息までの経過と現
在の診療の実際」
日　時　７月31日（土）15時～
会　場　尼崎商工会議所７階701会議室（Zoom併用）
講　師　尼崎医療生協病院内科　井上純一先生

■尼崎支部■第50回総会記念講演

Zoom視聴希望者は、右のアドレスもしくはQRコードよりお申し込みく
ださい。お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805まで

https://bit.
ly/3zIbgau 

成果を上げる歯周治療とSPTの実践
患者マネジメントとチーム連携の重要性

歯科定例研究会

日　時　８月29日（日）14時～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　T style　代表　歯科衛生士　十時　裕子氏
会場定員　80人　　対　象　歯科衛生士、歯科医師
Zoom視聴希望者はysng@doc-net.or.jpへ、メールの件名を「８/29
歯科定例研Zoom視聴希望」とし、本文に①医療機関名、②参加者氏
名、③電話番号、④職種を記載し、８月23日までに送信してくださ
い。会場参加希望者は、☎078－393－1809まで
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